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国
立
能
楽
堂
は
、
千
駄
ヶ
谷
駅
か
ら

線
路
沿
い
代
々
木
駅
方
向
に
五
分
ほ
ど

歩
き
左
手
に
少
し
入
る
と
あ
る
。
敷
地

の
北
隅
の
一
角
に
正
門
が
あ
り
、
そ
の

奥
敷
地
対
角
線
上
に
独
特
な
ソ
リ
を
も

つ
屋
根
群
が
、
高
低
差
を
も
っ
て
幾
重

に
も
重
な
っ
て
見
え
る
。
そ
の
優
美
な

姿
は
竣
工
後
約
三
十
年
経
つ
現
在
で
も

全
く
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

　

国
立
能
楽
堂
は
、
能
楽
の
保
存
と
普

及
を
目
的
と
し
て
一
九
八
三
年
に
開
場

し
た
。
そ
れ
ま
で
能
楽
は
、
世
界
の
古

全景。細かく分節された屋根が重なり合う。屋根はアルミ角材のルーバー。
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六
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東
京
・
千
駄
ヶ
谷
に
あ
る
国
立
能
楽
堂
は
、我
が
国
初
の「
国
立
」の
能
舞
台
で
あ
る
。

流
派
を
越
え
て
我
が
国
固
有
の
伝
統
を
継
承
し
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
。

「
能
楽
」は
現
在
、重
要
無
形
文
化
財
お
よ
び
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
一
九
八
五
年
）

典
演
劇
の
な
か
で
も
極
め
て
古
い
歴
史

を
誇
る
舞
台
芸
術
で
、
国
の
重
要
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
流
儀

や
一
門
と
い
っ
た
独
特
な
風
習
が
あ
る

こ
と
か
ら
一
般
市
民
が
鑑
賞
す
る
機
会

が
限
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
後
継
者
不

足
や
資
料
の
収
集
・
展
示
を
行
う
施
設

の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
流
派
を
超
え
た
「
国
立
」
の
能
楽
堂

が
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

国
立
能
楽
堂
の
建
設
計
画
は
、

一
九
七
六
年
芸
術
院
会
員
で
建
築
家
の

谷
口
吉
郎
氏
が
会
長
を
務
め
る
設
立
準

備
調
査
会
を
文
化
庁
が
設
置
し
た
の
に

始
ま
る
。
そ
こ
で
設
計
は
伝
統
建
築
に

精
通
し
た
建
築
家
、
故
・
大
江
宏
氏
が

担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
計

画
・
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
設
計
者
を

含
め
能
楽
師
、
能
楽
研
究
者
な
ど
能
楽

に
関
す
る
様
々
な
専
門
家
が
集
ま
り
極

め
て
慎
重
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
特

に
能
舞
台
の
形
式
の
決
定
に
は
長
い
時

間
を
要
し
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
着
工

ま
で
に
約
四
年
の
歳
月
が
費
や
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
工
事
を
管
轄
す
る
建
設
省

か
ら
発
注
が
行
わ
れ
、
間
・
住
友
Ｊ
Ｖ

が
受
注
し
、
一
九
八
〇
年
五
月
に
着
工
。

約
三
年
後
の
一
九
八
三
年
八
月
に
竣
工

し
た
。
建
物
は
地
下
一
階
、
地
上
二
階

建
て
。
一
階
に
は
公
開
部
門
の
能
舞
台
、

見
所（
客
席
）、広
間
、楽
屋
等
の
他
、食

堂
、
展
示
室
、
事
務
室
が
あ
る
。
二
階

に
は
研
修
用
能
舞
台
、
講
義
室
、
稽
古

室
、
研
修
室
な
ど
後
継
者
の
養
成
研
修

関
係
諸
室
が
あ
り
、
地
下
に
は
図
書
閲

覧
室
と
資
料
収
蔵
庫
が
あ
る
。

　

国
立
能
楽
堂
の
外
観
を
最
も
特
徴
づ

け
て
い
る
の
は
屋
根
の
構
成
で
あ
る
。

「
大
江
流
」
と
も
言
わ
れ
る
優
美
な
ソ

リ
を
も
つ
屋
根
群
が
、
高
低
差
を
も
っ

流
派
を
超
え
た
能
舞
台

所在地：東京都渋谷区千駄ヶ谷4-18-1
建築主：文化庁
設計者：大江宏建築事務所
施工者：株式会社間組　
　　　　住友建設株式会社
竣工：1983年8月31日
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文：谷川大輔

議
論
を
重
ね
、着
工
ま
で
約
四
年

屋
根
の
優
美
な
曲
線
と
比
率



44建設業界 2011.1045 建設業界 2011.10

設
計
者
よ
り

建
築
主
よ
り

　

私
は
、
国
立
能
楽
堂
開
場
の
二
年
前

に
当
時
の
特
殊
法
人
国
立
劇
場
の
能
楽

堂
準
備
室
に
配
属
さ
れ
、
竣
工
後
に
行

わ
れ
る
公
演
活
動
な
ど
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
し
た
。
私
が
赴
任
し
た
頃
、
工

事
は
す
で
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
躯
体
が

打
ち
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
使
い
手

の
立
場
か
ら
、
建
物
の
細
か
な
変
更
を

お
願
い
し
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
設
計
者
・
施
工
者
の
方
々

は
と
て
も
親
切
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

国
立
能
楽
堂
に
は
、
能
楽
を
後
世
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
る
三
つ
の
事
業
が
ご
ざ
い
ま
す
。
一

つ
目
は
公
演
事
業
で
す
。
公
演
は
原
則

一
回
公
演
で
、
月
に
五
回
程
度
の
自
主

公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開
場
か
ら
現

在
ま
で
一
〇
二
万
九
〇
〇
〇
人
も
の
お

客
様
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
養
成
事
業
で
す
。
ワ
キ
方
、

囃
子
方
、
狂
言
方
の
三
役
の
後
継
者
育

成
に
注
力
し
、
現
在
は
二
五
名
が
プ
ロ

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は

調
査
研
究
事
業
で
す
。
謡
本
、
伝
書
、

面
、
装
束
な
ど
能
楽
に
関
す
る
資
料
の

収
集
・
保
存
・
展
示
、
自
主
公
演
の
録

音
・
録
画
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
中
高
生
向
け
の
鑑
賞
教

室
や
、
親
子
向
け
の
夏
休
み
公
演
の
開

催
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
が
能
楽
を
気

軽
に
楽
し
め
る
よ
う
、
機
会
づ
く
り
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
見
所

の
座
席
に
日
本
で
初
め
て
の
パ
ー
ソ
ナ

ル
タ
イ
プ
の
座
席
字
幕
表
示
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
国
立
能

楽
堂
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

国
立
能
楽
堂 

副
部
長A

kira Igarashi

五
十
嵐 

晃

見所から能舞台を見る。舞台及び橋掛りの床には尾州檜が使われている。（写真提供：国立能楽堂）
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閾
を
低
く
、

よ
り
多
く
の
皆
様
に

　

私
は
三
十
代
後
半
で
、
父
・
大
江
宏

と
共
に
計
画
に
関
わ
り
ま
し
た
。
施
工

前
の
設
立
準
備
調
査
会
に
お
け
る
構
想

と
基
本
設
計
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

設
立
準
備
調
査
会
は
、
谷
口
吉
郎
先

生
を
委
員
長
と
し
て
二
カ
月
に
一
回
程

度
、
約
二
年
に
渡
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
能
楽
師
や
能
の
研
究
者
を
含

め
た
約
二
○
人
の
専
門
家
が
集
ま
り
慎

重
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
中
で

も
一
番
時
間
を
要
し
た
の
は
、
能
舞
台

脇
の
橋
掛
り
の
取
り
付
き
角
度
と
長
さ

で
す
。
研
究
者
は
古
来
の
形
式
、
橋
掛

り
を
長
く
急
角
度
に
戻
そ
う
と
提
案
す

る
。
し
か
し
演
者
か
ら
は
長
く
て
急
角

度
だ
と
演
じ
づ
ら
い
と
い
う
意
見
が
で

る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
が
幾
度
と
な
く

重
ね
ら
れ
た
後
、
橋
掛
り
は
長
さ
一
三

㍍
五
〇
㌢
、
幅
二
㍍
五
五
㌢
、
斜
角
約

二
六
度
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

設
計
で
最
も
苦
労
し
た
点
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
外
壁
と
そ
の
内
側
に
あ
る

木
架
構
と
の
微
妙
な
関
係
の
調
整
で
す
。

建
物
の
躯
体
を
担
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

木
造
の
造
作
の
二
層
構
造
は
、
わ
ず
か

な
寸
法
の
変
更
が
全
体
に
影
響
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
建
物
に
対
す
る
要
求
を
満

た
し
つ
つ
も
、
柱
の
間
隔
、
高
さ
と
い

っ
た
木
架
構
の
美
し
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
を
整
え
る
こ
と
に
大
変
苦
労
し
ま
し

た
。

　

施
工
者
の
方
々
に
は
、
大
変
な
緊
張

感
の
な
か
、
す
ば
ら
し
い
仕
事
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
国
立
能
楽
堂
に
は
、
日

本
の
繊
細
な
精
神
が
宿
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
そ
の
よ
う
な
精
神
が

受
け
継
が
れ
、
ま
た
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

Shin O
he

有
限
会
社
大
江
建
築
ア
ト
リ
エ 

代
表

大
江 

新

建
物
全
体
に
一
貫
す
る

機
能
と
構
造
の
バ
ラ
ン
ス

て
幾
重
に
も
重
な
り
あ
っ
て
い
る
。
大

江
氏
は
、
建
築
を
屋
根
か
ら
考
え
る
と

い
う
。
周
辺
環
境
に
配
慮
し
て
小
さ
く

分
節
し
高
さ
も
抑
え
て
い
る
の
だ
が
、

こ
の
屋
根
の
構
成
は
内
部
の
空
間
構
造

に
対
応
し
「
空
間
相
互
間
の
関
連
性
の

比
率
」
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
優
美
な
ソ
リ
は
、
大
江
宏
氏
が

フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
描
く
曲
線
を
事
務
所

ス
タ
ッ
フ
が
図
面
に
描
き
起
こ
し
た
と

い
う
。
非
常
に
微
妙
な
勾
配
で
あ
っ
た

た
め
、
現
場
で
は
屋
根
面
の
一
つ
一
つ

異
な
る
勾
配
方
向
の
照
り
曲
線
と
軒
先

の
ソ
リ
曲
線
に
合
わ
せ
て
屋
根
を
葺
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
美
し
く

仕
上
げ
る
に
は
、
非
常
に
高
い
精
度
が

必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
屋
根
を
化
粧

面
と
水
取
り
面
の
二
層
構
造
と
し
、
化

粧
面
を
よ
り
精
緻
に
造
形
で
き
、
か
つ

シ
ャ
ー
プ
に
仕
上
が
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。
化
粧
面
に
は
、
三
段
階
に
色
分
け

さ
れ
た
自
然
発
色
の
ア
ル
ミ
押
出
型
材

水
平
ル
ー
バ
ー
を
取
り
付
け
、
樋
も
屋

根
内
に
収
め
た
。

　

正
門
を
く
ぐ
っ
た
時
点
か
ら
す
で
に

能
楽
は
始
ま
っ
て
い
る
。
正
門
を
く
ぐ

り
前
庭
を
通
り
ぬ
け
「
玄
関
」
に
入
る
。

「
玄
関
」
の
奥
に
は
「
中
庭
」
が
あ
り
空

間
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
。
こ
の
中

庭
を
左
手
に
見
な
が
ら
比
較
的
狭
く
天

井
の
抑
え
ら
れ
た
縁
側
の
よ
う
な
空
間

を
進
み
「
広
間
」
に
入
る
。「
広
間
」
上

部
の
壁
面
は
、
大
割
の
障
子
と
竪
格
子

の
欄
間
の
二
重
ス
ク
リ
ー
ン
に
な
っ
て

い
て
空
間
は
ほ
の
か
に
明
る
い
。
そ
し

て
荒
々
し
い
壁
面
を
も
つ
薄
暗
い
「
歩

廊
」
を
通
り
、
最
後
に
広
く
暗
い
「
見

所
」
に
達
す
る
。
つ
ま
り
外
部
か
ら
内

部
へ
、
溜
り
と
流
れ
の
空
間
を
繰
り
返

し
な
が
ら
徐
々
に
光
を
調
整
し
、
自
然

に
人
の
心
を
能
の
幽
玄
な
る
世
界
へ
と

導
い
て
い
る
。

　

内
部
空
間
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
躯
体

と
木
造
の
造
作
の
二
層
構
成
で
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
内
部
の
木
造
の
造
作

は
日
本
屈
指
の
宮
大
工
に
よ
っ
て
施
工

さ
れ
た
。
ま
た
木
材
も
厳
選
さ
れ
て
い

る
。
本
舞
台
と
橋
掛
り
の
床
は
尾
州
檜

を
使
い
、
樹
齢
四
百
年
無
節
で
板
目
色

合
い
の
揃
っ
た
も
の
を
厳
選
し
た
。
そ

能
楽
の
世
界
に
導
く
内
部
空
間玄関から渡りを見る。玄関は天井が高く円柱が格子状に並ぶ。渡

りは狭くやや暗い。

中庭から玄関広間をみる。6本の耐候性
鋼板の丸柱が方形屋根の化粧桁を受ける。
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施
工
者
よ
り

　

こ
の
工
事
で
最
も
こ
だ
わ
っ
た
点
は
、

材
料
の
選
定
で
す
。
演
者
が
舞
う
本
舞

台
、
橋
掛
り
の
床
に
は
極
上
の
尾
州
檜

を
使
っ
て
い
ま
す
。
樹
齢
四
百
年
、
無

節
で
板
目
、
色
合
い
の
揃
っ
た
も
の
を

厳
選
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
よ
い
も

の
を
選
り
す
ぐ
り
ま
し
た
。
数
ミ
リ
に

満
た
な
い
わ
ず
か
な
ヤ
ニ
壷
で
も
、
す

ぐ
に
ハ
ネ
て
、
確
か
な
品
質
の
も
の
だ

け
を
選
び
出
し
ま
し
た
。

　

柱
、
梁
、
階
き
ざ
は
し、

棰
た
る
き、

母
屋
や
研
修
舞

台
な
ど
に
は
、
樹
齢
二
千
年
を
経
た
台

湾
檜
を
使
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
私
自

身
が
台
湾
に
飛
び
、
阿
里
山
周
辺
の
原

生
林
に
ま
で
分
け
入
っ
て
調
査
を
敢
行
。

さ
ら
に
切
り
出
し
た
後
の
貯
木
場
の
状

況
を
確
認
し
、
製
材
し
た
木
々
の
選
定

に
ま
で
立
ち
会
い
、
国
産
材
に
近
い
材

質
の
も
の
を
選
び
出
し
ま
し
た
。

　

施
工
で
は
、
檜
の
取
り
扱
い
に
細
心

の
注
意
を
払
い
ま
し
た
。
手
の
脂
が
つ

い
て
し
ま
う
と
そ
れ
だ
け
で
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
に
な
る
の
で
、
作
業
者
は
手
袋

と
足
袋
を
着
け
て
作
業
し
ま
し
た
。
ま

た
、
見
学
者
が
素
手
で
触
ら
な
い
よ
う
、

徹
底
管
理
を
行
な
い
ま
し
た
。
と
て
も

緊
張
感
の
あ
る
現
場
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

能
楽
堂
、
そ
れ
も
流
儀
を
超
え
た
唯

一
無
比
の
国
立
の
能
楽
堂
の
施
工
現
場

に
作
業
所
長
と
し
て
入
る
こ
と
に
な
り
、

正
直
な
と
こ
ろ
、
最
初
は
相
当
な
重
圧

と
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
歴
史
に
残
る
建
築
物
を
手

が
け
ら
れ
る
の
は
業
界
で
も
一
握
り
で

す
。
一
生
に
一
度
と
い
っ
て
よ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
た
い

へ
ん
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

Shigeru K
obayashi

元 

株
式
会
社
間
組

小
林 

繁

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る

重
圧
と
や
り
が
い
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の
他
の
場
所
に
は
樹
齢
二
千
年
を
経
た

台
湾
檜
が
使
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
現
場

で
は
檜
の
取
り
扱
い
に
も
細
心
の
注
意

を
払
っ
た
と
い
う
。
作
業
者
は
手
袋
と

足
袋
を
着
け
て
作
業
し
、
ま
た
見
学
者

が
間
違
っ
て
も
素
手
で
触
ら
な
い
よ
う

徹
底
管
理
し
た
。
こ
の
よ
う
に
高
い
緊

張
感
の
中
で
最
高
の
技
術
が
駆
使
さ
れ

て
い
る
。

　

能
楽
の
中
に
は
今
な
お
日
本
人
の
持

つ
「
精
霊
信
仰
（
ア
ミ
ニ
ズ
ム
）」
が
表

現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
一
方
で

能
楽
は
、
高
度
な
修
練
を
つ
み
、
中
世

か
ら
の
形
式
重
視
で
継
承
し
つ
つ
も
、

現
代
人
に
も
分
か
る
よ
う
に
演
出
が
工

夫
さ
れ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
能
楽
は
、

歴
史
性
と
現
代
性
の
両
面
が
表
現
さ
れ

る
舞
台
芸
術
な
の
だ
。

　

国
立
能
楽
堂
に
も
、
高
い
精
神
性
と

技
術
に
よ
っ
て
こ
の
二
面
性
が
見
事
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
木
造
作
の
対
比
、
粗
い
石
の
割
肌

と
優
美
な
木
地
の
対
比
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
象
が
日
本
人
の
感
性
に
重
層
的
に
訴

え
か
け
て
く
る
。
こ
の
重
層
す
る
事
象

を
受
け
入
れ
る
日
本
人
の
寛
容
な
心
が

伝
統
を
継
承
し
ま
た
新
し
く
創
る
の
で

あ
る
。

広間。変五角形平面に13本の円柱が並ぶ。上部の障子
と竪格子によるスクリーンの光に包まれている。

屋根工事の様子。優美な曲線をもつ屋根は鉄骨でかたち
づくられている。

歴
史
性
と
現
代
性
の
重
層


